

























































































　傍線部 ( ｅ )「熱湯にたぎりぬれば湯ふてつ」と一度湯を捨てさせ、再び傍




際にも、傍線部 ( ｇ )「見るにいとかなしくて」と再び用いられており、女の
姿を「見る」行為が、女のもとへに留まることを決定付けたことがわかる。
　物語はそうした男の姿について、傍線 ( ｂ )「かくてなほ見をりければ」、




































































































































































































































７ 阿部俊子、今井源衛校注『日本古典文学大系　大和物語』( 岩波書店１９５７年 )。
８ 今井源衛『大和物語評釈』( 笠間書院、２０００年 )。
68 亀　　田
９   岡野弘彦「鄙のあはれ」( 鑑賞日本古典文学第５巻、『伊勢物語大和物語』、角川書店 )。
１０ 『源氏物語』真木柱巻には木工の君詠として次の歌がある。




( 吉澤義則編 未刊国文古注釈体系第９冊、帝国教育会出版部、１９３９年 )。
